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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　

安
曇
川
町
常
磐
木
の
三み

お

う
重
生
神
社

の
春
祭
り
（
写
真
①
）
は
、
近
年
で
は

４
月
29
日
が
祭
礼
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
祭
り
は
、
か
つ
て
は
行
列

の
中
に
神か

み

牛う
し

が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
「
牛
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
が
江
戸
時
代
中
期
に
記
さ
れ
た

『
近お

う
み
よ
ち
し
り
ゃ
く

江
輿
地
志
略
』
に
登
場
し
、
大
変

古
く
か
ら
続
く
祭
礼
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
祭
礼
の
中
で
行

わ
れ
る
の
が
、「
天
狗
」・「
王
の
鼻
」

「
王
の
舞
」
の
系
統
を
継
ぐ

安
曇
川
の
春
祭
り

「
王
の
舞
」
の
系
統
を
継
ぐ

安
曇
川
の
春
祭
り

等
と
呼
ば
れ
る
「
王
の
舞
」
の
系
統
を

継
ぐ
神
事
で
す
。

起
源
は
稲
作
に
関
係
す
る
芸
能

　
「
王
の
舞
」
と
は
、
平
安
時
代
末
期

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
主
に
大
規

模
な
神
社
の
祭
礼
な
ど
で
、
田で

ん
が
く楽
（
田

植
え
を
楽
器
や
歌
で
囃は

や

す
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
芸
能
踊
り
）
や
獅し

し
ま
い

子
舞
に
先

立
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
た
芸
能
で
、
現

在
も
福
井
県
の
若
狭
地
方
に
多
く
の
事

例
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

赤
い
鼻は

な

高だ
か

面め
ん

を
被
っ
て
前
半
は
鉾ほ
こ

を
持

ち
、
後
半
は
素
手
で
四
方
を
鎮
め
る
よ

う
に
舞
い
、
そ
れ
を
太
鼓
や
笛
で
囃
し

ま
す
。
た
だ
、
祭
礼
の
中
の
神
事
の
一

つ
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

祭
礼
の
場
を
祓は

ら

い
清
め
る
こ
と
を
目
的

に
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
少

し
ず
つ
形
態
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
各

地
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
王
の
舞
」
に
関
係
す
る
神
事

　

三
重
生
神
社
で
現
在
行
わ
れ
る
「
天

狗
」
で
は
、
中
学
生
の
男
子
が
木
製
の

鉾
を
手
に
持
ち
、
鼻
高
面
を
付
け
て
、

本
殿
と
拝
殿
の
間
に
立
ち
、
鉾
を
左
脇

に
抱
え
て
高
く
飛
び
上
が
る
振
り
を
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
に
演
じ
ら
れ

る
獅
子
舞
と
併
せ
て
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
神
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
曇
川
町
三
尾
里
の
箕み

し
ま島

神

社
の
春
の
祭
礼
（
写
真
②
）
で
行
わ
れ

る
、
地
元
で
「
棒
振
り
」
と
呼
ば
れ
る

神
事
も
、
同
じ
く
「
王
の
舞
」
の
系
統

を
受
け
継
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

５
月
３
日
に
行
わ
れ
る
現
在
の
祭
礼
で

は
、
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
点
も
あ
り
ま

す
が
、
鉾
を
持
っ
て
静
か
に
動
く
振
り

は
、「
王
の
舞
」
と
の
共
通
点
が
見
受

け
ら
れ
、
こ
の
地
域
で
古
く
か
ら
引
き

継
が
れ
て
き
た
神
事
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
５
月
４
日
に
安
曇
川
町
下

　
４
月
～
５
月
ご
ろ
は
、
市
内
各
地
の
神
社
で
さ
ま
ざ
ま
な
春
祭
り
が
行
わ

れ
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
、
福
井
県
若
狭
地
方
の
「
王
の
舞
」
の
系
統

を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
わ
れ
る
安
曇
川
の
春
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

ま　
い

小
川
の
国く
に
さ
つ
ち

狭
槌
神
社
の
春
の
祭
礼
（
写

真
③
）
で
行
わ
れ
る
「
三
々
九
度
の
式
」

も
、「
王
の
舞
」に
類
似
す
る
神
事
で
す
。

こ
こ
で
は
、
鼻
高
面
を
つ
け
た
男
性
が

鉾
を
も
っ
て
辺
り
を
祓
う
振
り
を
行
っ

た
後
、
獅
子
舞
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
文
化
交
流
を
今
に
伝
え
る

　

こ
の
よ
う
に
安
曇
川
で
は
、
現
在
も

複
数
の
神
社
の
祭
礼
で
、「
王
の
舞
」

の
系
統
を
受
け
継
ぐ
神
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
王
の
舞
」
が
若
狭
地
方
で

多
く
演
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
高
島
市
域
、
特
に
安
曇
川
流
域

周
辺
地
域
と
若
狭
地
方
と
の
深
い
文
化

的
交
流
の
歴
史
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

文
化
財
課
　
（
３
２
）
４
４
６
７

【写真①】三重生神社の春祭り

【写真②】箕島神社の春の祭礼

【
写
真
③
】　

国
狭
槌
神
社
の
春
の
祭
礼

　少しずつ気温が暖かくな
り、春の訪れを感じる季節と
なりました。私が小さい頃

は、よく祖父母と一緒に山へ行って、
野草や山菜を摘んで遊んでたのを思い
出します。
　仕事をしていると昔と同じように気
軽に出かけてみよう！とはいかないも
の。でも、せっかくの暖かい時期！家
のまわりを少し散歩するのもいい気分
転換になるのかなと考えています。も
しかしたら、ハコベやハルジオンなど
小さな春を身近に見つけられるかもし
れませんね。（E）


